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(54)【発明の名称】 内視鏡用光源システム

(57)【要約】
【課題】  操作に支障をきたすおそれがある諸原因を発
生させずに、一定の周期性を持って振動する患部の一形
状を少なくとも静止画として撮影することができる、安
価な構成の内視鏡用光源システムを提供すること。
【解決手段】  内視鏡用光源システムは、連続的な光を
照射する一つの光源と、光源から照射される光の光路上
に設けられ、光の進行方向に対して直交する軸を有し、
光を完全に遮光する第一の状態と光の少なくとも一部を
透過させる第二の状態とを有し、軸を中心に回転自在で
ある調光部材と、所定の周波数で振動する患部の振動に
同期して、第一の状態と第二の状態とが交互に切り替わ
るように調光部材を回転制御する制御手段とを有する構
成にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  連続的な光を照射する一つの光源と、
前記光源から照射される光の光路上に設けられ、前記光
の進行方向に対して直交する軸を有し、前記光を完全に
遮光する第一の状態と前記光の少なくとも一部を透過さ
せる第二の状態とを有し、前記軸を中心に回転自在であ
る調光部材と、
所定の周波数で振動する患部の振動に同期して、前記第
一の状態と前記第二の状態とが交互に切り替わるように
前記調光部材を回転制御する制御手段と、を有するこ
と、を特徴とする内視鏡用光源システム。
【請求項２】  請求項１に記載の内視鏡用光源システム
は、
前記声帯の振動を波形として検出する検出手段をさらに
有すること、を特徴とする内視鏡用光源システム。
【請求項３】  請求項２に記載の内視鏡用光源システム
において、
制御手段は、前記第一の状態と前記第二の状態とが交互
に切り替わることで生成される閃光の発光タイミングの
位相が、前記検出手段によって検出される前記波形の所
定の位相に対応するように回転制御することを特徴とす
る内視鏡用光源システム。
【請求項４】  請求項２に記載の内視鏡用光源システム
において、
制御手段は、前記第一の状態と前記第二の状態とが交互
に切り替わることで生成される閃光の発光タイミングの
位相を、前記検出手段によって検出される前記波形に対
して所定量ずつ変更するように回転制御することを特徴
とする内視鏡用光源システム。
【請求項５】  請求項１から請求項４のいずれかに記載
の内視鏡用光源システムは、
前記調光部材を前記光源から照射される光の光路上から
退避させる駆動手段をさらに有することを特徴とする内
視鏡用光源システム。
【請求項６】  請求項１から請求項４のいずれかに記載
の内視鏡用光源システムにおいて、
前記制御手段は、前記調光部材を前記第二の状態を維持
させることを特徴とする内視鏡用光源システム。
【請求項７】  請求項１から請求項６のいずれかに記載
の内視鏡用光源システムにおいて、
前記調光部材は、回転軸を中心とした円筒形状を有し、
前記回転軸が延びる方向と平行な方向に延出し前記回転
軸を基準として対称となるように形成される少なくとも
一対の開口を備えており、
前記第二の状態とは、前記少なくとも一対の開口が、光
路上ですれ違う状態であることを特徴とする内視鏡用光
源システム。
【請求項８】  請求項７に記載の内視鏡用光源システム
において、
前記調光部材は、外周部に、前記回転軸に対して放射状
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に延出する少なくとも一枚の羽根をさらに備えることを
特徴とする内視鏡用光源システム。
【請求項９】  請求項１から請求項８のいずれかに記載
の内視鏡用光源システムにおいて、
前記患部は、声帯であることを特徴とする内視鏡用光源
システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、一定の周期性を
持って振動する観察部位の観察に使用される内視鏡に搭
載される光源システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、様々な患部を撮影する内視鏡が実
用化されている。例えば声帯のように高速で連続振動す
る患部を撮影するための内視鏡は、少なくとも、患部の
連続振動を撮影者の目視できる程度の適切な速度の動画
として撮影したり、振動中の特定の部位や形状のみを静
止画として撮影したりできることが要求される。
【０００３】そこで従来、常時発光する通常の光源のか
わりに、間欠的に発光するストロボ光源を備えた内視鏡
が用いられていた。このような内視鏡は、ストロボ光源
の発光タイミングを声帯の振動の周波数に同期させる発
光制御を行うことにより、上記の各種撮影を可能にして
いる。
【０００４】しかし上記のストロボ光源は、高価なだけ
でなく、発光に伴い騒音や電磁波等が発生するといった
弊害がある。使用中に発せられる騒音は、撮影者（例え
ば医師）および被撮影者（例えば患者）にとって非常に
耳障りである。さらに電磁波が発生すると、他の医療機
器が誤動作する現象が起こりかねない。つまり検査・処
置室に配置される医療機器にはふさわしくない、早急に
解決すべき問題を抱えている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】そこで本発明は上記の
事情に鑑み、操作に支障をきたすおそれがある諸原因を
発生させずに、一定の周期性を持って振動する患部の一
形状を少なくとも静止画として撮影することができる、
安価な構成の内視鏡用光源システムを提供することを目
的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】このため、請求項１に記
載の内視鏡用光源システムは、連続的な光を照射する一
つの光源と、光源から照射される光の光路上に設けら
れ、光の進行方向に対して直交する軸を有し、光を完全
に遮光する第一の状態と光の少なくとも一部を透過させ
る第二の状態とを有し、軸を中心に回転自在である調光
部材と、所定の周波数で振動する患部の振動に同期し
て、第一の状態と第二の状態とが交互に切り替わるよう
に調光部材を回転制御する制御手段とを有することを特
徴とする。
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【０００７】上記の構成によれば、ストロボ光源を使わ
なくてもストロボ撮影が可能になる。ストロボ光源は使
用しないため、ストロボ発光に伴う騒音や電磁波等の発
生のおそれもなくなり、撮影者の不快感を無くし、他の
医療機器への影響も抑える安価な構成の光源システムを
提供することができる。
【０００８】請求項２に記載の内視鏡用光源システムに
よれば、声帯の振動を波形として検出する検出手段をさ
らに有することが望ましい。
【０００９】請求項３に記載の内視鏡用光源システム
は、制御手段が、第一の状態と第二の状態とが交互に切
り替わることで生成される閃光の発光タイミングの位相
が、検出手段によって検出される波形の所定の位相に対
応するように回転制御することを特徴とする。
【００１０】請求項３に記載の発明によれば、振動する
患部の特定の一形状のみを抽出して静止画として撮影、
観察することができる。
【００１１】請求項４に記載の内視鏡用光源システム
は、制御手段が、第一の状態と第二の状態とが交互に切
り替わることで生成される閃光の発光タイミングの位相
を、検出手段によって検出される波形に対して所定量ず
つ変更するように回転制御することを特徴とする。
【００１２】この発明によれば、発光タイミングの位相
をずらすことができるため、一定の周期性を持って高速
で振動する患部であっても、目視に適した速度での動画
を撮影、観察することが可能になる。
【００１３】請求項５に記載の内視鏡用光源システムに
よれば、調光部材を前記光源から照射される光の光路上
から退避させる駆動手段をさらに有することができる。
これにより、光源からの連続光を患部に照射させること
が可能になり、通常撮影を行うことができる。
【００１４】通常撮影は、制御手段が調光部材を第二の
状態を維持させることによっても実行することができる
（請求項６）。
【００１５】請求項７に記載の内視鏡用光源システムに
よれば、調光部材として、回転軸を中心とした円筒形状
を有し、回転軸が延びる方向と平行な方向に延出し回転
軸を基準として対称となるように形成される少なくとも
一対の開口を備えるものを用いることができる。この場
合、第二の状態とは、少なくとも一対の開口が、光路上
ですれ違う状態であることを特徴とする。
【００１６】請求項８に記載の発明は、調光部材は、外
周部に、回転軸に対して放射状に延出する少なくとも一
枚の羽根をさらに備えることを特徴とする。この発明に
よれば、光を照射する際の光源を冷却する効果を奏す
る。
【００１７】上記の各発明は、患部が声帯である場合に
も実施することが可能である（請求項９）。
【００１８】
【発明の実施の形態】図１は本発明の実施形態の内視鏡
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１００の概略構成図である。内視鏡１００は、プロセッ
サ１００ａ、スコープ部１００ｂとから構成される。プ
ロセッサ１００ａは、光源部１０、メイン制御部２０、
映像処理回路３０、マイク４０、フロントパネルスイッ
チ５０、モニタ６０とを有する。スコープ部１００ｂ
は、ＣＣＤ７０、ライトガイド８０とを有する。
【００１９】内視鏡１００を使用すると患部である声帯
は次のようにして撮影される。まず、予め患者の喉付近
に固定されたマイク４０が声帯の動きを検出し、検出信
号としてメイン制御部２０に送信する。メイン制御部２
０は、波形を整形した検出信号に同期させて、以下に詳
述する光源部１０の発光制御をする。
【００２０】メイン制御部２０の制御に基づいて、光源
部１０から照射される光は、ライトガイド８０内を導か
れ、スコープ部１００ｂの先端から発光する。発光状態
にあるとき、該先端に備えられているＣＣＤ７０は、入
射する光により受光面に形成された光学像に対応する電
荷を蓄積し、映像信号処理回路３０に出力する。映像信
号処理回路３０は、入力される電荷に基づいて所定の処
理を行った後、映像信号をモニタ６０に出力する。モニ
タ６０は、映像信号に対応する画像を表示する。
【００２１】なお撮影者は、パネルスイッチ５０を操作
して、メイン制御部２０に撮影に関する指示をすること
が可能である。例えば、ストロボ撮影と通常撮影との切
り替えをはじめ様々な設定を行うことができる。
【００２２】本明細書では、一定の周波数で連続振動中
にある患部（本実施形態では発声中の声帯）の一形状だ
けを静止画として撮影したり、高速で振動する該患部を
撮影者が見やすい適当な速度の動画として撮影したりす
る方法をストロボ撮影という。患部および患部周辺の状
況を全体的に観察するために光を連続的に照射しながら
行う撮影方法を通常撮影という。通常撮影は、内視鏡の
スコープ部１００ｂを安全確実に患部位置に導入、また
は導出する時に使用される。
【００２３】図２は、本発明の実施形態の光源システム
Ａの構成を示す概略図である。光源システムＡは、回転
ドラム１、光検出センサ２、キセノン光源３、絞り４、
集光レンズ５、ライトガイド口金６、駆動部７を有する
光源部１０とメイン制御部２０を有する。図３は、回転
ドラム１近傍の拡大図である。
【００２４】図３に示すように回転ドラム１は、円筒形
状を有しており、図中一点鎖線で示す円筒形状の中心線
上に回転軸１ａを有する。回転ドラム１の円筒外周に
は、中心線と平行な方向に延出し、かつ中心線を基準に
して対称な位置に形成される一対のスリット１ｂと、該
円筒の底面から所定の高さの位置に配設される複数の反
射面１ｃがある。
【００２５】図２に示すように、回転ドラム１は駆動部
７を介してメイン制御部２０に接続されている。また光
検出センサ２は直接メイン制御部２０に接続されてい
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る。キセノン光源３は、電源がオンされているときは常
時連続的な光を照射している。なお、キセノン光源から
照射される連続光は、平行光束になっているものとす
る。絞り４は、キセノン光源３から照射される光束を所
定の幅に絞る。集光レンズ５は、回転ドラム１を介して
入射する光束を、ライトガイド口金６（およびライトガ
イド８０）内に入射するように光束を収束する。また、
ライトガイド口金６は、ライトガイド８０の一端と接続
されており、集光レンズ５から入射する光束をライトガ
イドの他端（すなわち、スコープ部１００ｂの先端）に
導く（図１参照）。
【００２６】図３に示すように、駆動部７は、第一モー
タ７ａ、基台７ｂ、一対のレール７ｃ、第二モータ７ｄ
を有する。第一モータ７ａは、回転軸１ａと接合してお
り、スリット１ｂがキセノン光源３からの光束を横切る
ように回転ドラム１を回転させる。基台７ｂには、第一
モータ７ａが固定されている。基台７ｂは一対のレール
７ｃ上に配設されている。基台７ｂは、第二モータ７ｄ
によって、レール７ｃ上を移動自在な状態にある。基台
７ｂがレール７ｃ上を移動することにより、回転ドラム
１は該光束の光路上から退避したり光路内に挿入された
りする。
【００２７】以下、光源システムＡにおける発光制御を
撮影方法ごとに詳説する。まず、ストロボ撮影時の発光
制御を説明する。パネルスイッチ５０によってストロボ
撮影が設定されると、メイン制御部２０は、第二モータ
７ｄを駆動し、光路中に回転ドラム１を挿入する。
【００２８】メイン制御部２０は、マイク４０によって
検出された声帯の振動波形に対応して第一モータ７ａを
駆動し、回転ドラム１を回転させる。回転ドラム１を回
転させることによって、一対のスリット１ｂが光束内で
すれ違う所定時間だけ、キセノン光源３からの連続光が
回転ドラム１を透過する。これにより、所定時間だけ発
光する、ストロボ撮影に必要な閃光が生成される。ここ
で、メイン制御部２０は、閃光発光タイミングの位相が
常に声帯の振動波形の所定の位相と一致するように回転
ドラム１を駆動制御する。従って、閃光によって照明さ
れる（つまり撮影される）患部の形状は、常に同一の形
状になる。
【００２９】ここで、閃光を生成する手段として少なく
とも一対のスリット１ｂを有する回転ドラム１を使用す
ることにより、比較的遅い回転速度でも所定の短時間の
閃光発光が可能になる。換言すれば省電力で短時間の閃
光発光を実現することができる例えば、回転ドラム１の
半径を5ｃｍ、スリット１ｂの幅を0.1ｍｍ、回転速度を
ｒ、スリット１ｂの数をｘとすると、閃光発光時間ｔ
は，

で求めることができる。ただし（１）式中、ｘは、正の
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偶数である。閃光発光時間ｔを40μｓと設定すると、本
実施形態ではスリット１ｂは一対（２個）設けられてい
ることから、回転速度ｒは、（１）式より、

となり、ｒ＝238.8ｒｐｍとなる。つまり４０μｓだけ
発光する閃光を生成するためには回転ドラム１を約240
ｒｐｍという比較的遅い回転速度で回転させれば足りる
ことが分かる。
【００３０】振動する声帯の異なる一形状を撮影したい
場合には、パネルスイッチ５０を操作して、メイン制御
部２０に閃光発光タイミングの位相を患部の振動波形に
対して所定量ずらす処理を行わせる。これにより、パネ
ルスイッチ５０操作前に撮影された患部とは異なる形状
の患部の静止画が撮影される。撮影者がパネルスイッチ
５０を連続して操作することにより、徐々に形状が変化
する画像、つまり動画を観察することが可能になる。
【００３１】なお光検出センサ２は、自ら発光し反射面
１ｃによって反射された光を検出する。光検出センサ２
は、光を検出するごとに検出信号をメイン制御部２０に
送信する。メイン制御部２０は、検出信号によって現在
の回転ドラムの回転速度を検知している。
【００３２】回転ドラム１を透過した閃光は、集光レン
ズ５によって収束された後、ライトガイド口金６を介し
てライトガイド８０に入射する。ライトガイド８０先端
から照射される閃光によってＣＣＤ７０や映像処理回路
３０等が行う撮影処理は既述の通りであるためここでは
説明を省略する。以上のようにストロボ撮影時は、常
時、キセノン光源３から光が照射されているにもかかわ
らず、回転ドラム１によって、所定のタイミングでのみ
間欠的に閃光発光し、その閃光によって照らされる声帯
の形状のみが撮影されるという効果を得ることができ
る。
【００３３】パネルスイッチ５０を操作して通常撮影を
設定した場合、回転ドラム１は、モータ７ｄによって光
路上から退避する方向（例えば、図２では、紙面上下方
向）へ移動されている。そしてキセノン光源３からの光
が絞り４を介して、直接集光レンズ５に入射する構成に
する。これにより、キセノン光源３からの連続光によっ
て、体内は常時照明され、通常撮影を行うことができ
る。
【００３４】以上が本発明の実施形態である。本発明は
これらの実施形態に限定されるものではなく趣旨を逸脱
しない範囲で様々な変形が可能である。
【００３５】上述した実施形態では、患部を声帯と仮定
して説明したが、内視鏡１００は、声帯を撮影するとき
のみ使用されるものではない。例えば、鼓動を続ける心
臓等、他の振動する患部を撮影するときにも使用できる
ほか、常に静止状態にある患部も当然撮影可能である。
声帯以外の振動する患部を撮影するとき、場合によって
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は、マイク４０以外の他の振動検出手段を用いることが
できる。
【００３６】また、回転ドラム１の構造は上記実施形態
のものに限定されるものではない。例えば、光束の通過
の妨げにならないような状態で回転ドラム１の外周から
放射状に延出する羽根を設ければ、回転ドラムが回転す
ることにより光源部１０の冷却を行うことができる。ま
た、スリット１ｂは一対以上設けても良い。スリットの
数を増やせば増やすほど、回転ドラム１の回転速度を抑
えるができる。但し隣接するスリット１ｂ間の幅が光束
幅より狭くなると複数対のスリット１ｂが同時に光束中
ですれ違うことになり、所定時間だけ発光する閃光を生
成することができなくなってしまう。またスリット１ｂ
数の増加は製造コスト増にもつながる。従ってスリット
１ｂの数は、回転ドラムの回転速度や製造コスト等を総
合的に勘案して決定することが好ましい。
【００３７】上記実施形態では、通常撮影時には回転ド
ラム１を駆動部７によってキセノン光源３からの光束の
光路外に退避させることにより、連続光が患部を照明す
るようにしているが、これに限定されるものではない。
例えば、一対のスリット１ｂが光路上でちょうどすれ違
っている状態で回転を止めておくことによっても連続光
を患部に照明させることが可能である。
【００３８】
【発明の効果】このように本発明は、単一の通常光源お
よび回転ドラムを用いることにより、ストロボ専用光源
を使用しなくても、ストロボ撮影が可能になる。つま *
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*り、撮影操作に支障をきたすおそれがある電磁波等の発
生を低減した状態でストロボ撮影を行うことが可能な、
安価な構成の光源システムを提供することができる。ま
た通常光源を使用して通常撮影も可能となることによ
り、撮影者は、一台の光源システムで通常撮影とストロ
ボ撮影とを行うことができる。つまり、撮影者は撮影準
備に余計な手間をかける必要がなくなり、簡易に所望の
撮影を行うことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の光源システムを搭載する内
視鏡の概略構成図である。
【図２】本発明の実施形態の光源システムの構成を示す
概略図である。
【図３】光源システムの回転ドラム近傍の拡大図であ
る。
【符号の説明】
１    回転ドラム
１ｂ  スリット
３    キセノン光源
７    駆動部
１０    光源部
２０    メイン制御部
４０    マイク
７０    ＣＣＤ
８０    ライトガイド
１００    内視鏡
Ａ    光源システム

【図１】
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